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交
通
事
故
に
あ
っ
た
場
合

　

交
通
事
故
な
ど
、
第
三
者
か
ら
傷
病
を

受
け
た
場
合
、
必
ず
保
健
医
療
課
に
連
絡

を
し
、「
第
三
者
行
為
に
よ
る
傷
病
届
」
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
本
来
、
治
療
費
は

加
害
者
が
支
払
う
も
の
で
す
が
、
一
時
的

に
国
保
が
立
て
替
え
払
い
を
し
、
あ
と
か

ら
加
害
者
に
請
求
し
ま
す
。
ま
た
、
示
談

を
さ
れ
る
場
合
は
、
示
談
の
前
に
必
ず
保

健
医
療
課
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

会
社
都
合
な
ど
で
職
場
を
退
職
し
た
場
合

　

会
社
の
倒
産
や
解
雇
、
雇
用
期
間
満
了

な
ど
の
理
由
で
職
場
を
退
職
し
た
方
で
、

65
歳
未
満
の
方
は
、
届
け
出
る
こ
と
で
国

民
健
康
保
険
料
を
一
定
期
間
軽
減
す
る
制

度
が
あ
り
ま
す
。
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
交
付

す
る
「
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
」、「
保

険
証
」、「
印
鑑
」、「
身
分
証
明
書
」
を
持

参
し
て
、
保
健
医
療
課
、
ま
た
は
支
所
で

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

年
金
ポ
ー
タ
ル
は
、
年
金
に
関
す
る
情

報
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
容
易
に
見
つ
け

ら
れ
る
よ
う
に
、
厚
生
労
働
省
が
作
成
し

た
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
で
す
。

　
７
月
１
日
に
、
前
安
井
美
千
子
さ
ん
が

人
権
擁
護
委
員
に
再
任
さ
れ
ま
し
た
。
現

在
、
人
権
擁
護
委
員
は
在
任
中
の

岡
惠

美
子
さ
ん
、
古
原
陽
子
さ
ん
、
坂
本
ス
ミ

ヱ
さ
ん
、
弘
兼
秀
子
さ
ん
、
正
木
靜
夫
さ

ん
、
山
本
竹
生
さ
ん
と
あ
わ
せ
て
７
人
で

す
。

　
人
権
擁
護
委
員
は
、
市
町
村
長
が
推
薦

し
、
法
務
大
臣
の
委
嘱
を
受
け
て
、
国
民

一
人
一
人
の
人
権
を
守
る
た
め
に
活
動
し

て
い
ま
す
。

　
人
権
擁
護
委
員
は
、
み
な
さ
ん
の
身
近

な
存
在
で
す
。
気
軽
に
声
を
掛
け
て
く
だ

さ
い
。

人
権
擁
護
委
員
の

再
任

　

問
い
合
わ
せ

　
　

自
治
振
興
課　

☎
59
２
１
４
５

再任された人権擁護委員
前安井 美千子さん

問い合わせ
　広島西年金事務所　☎082-535-1505
　保健医療課　☎59-2141

　

こ
の
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
で
は
、
自
分
の

日
常
生
活
の
中
の
シ
ー
ン
に
合
わ
せ
た

テ
ー
マ
や
、
年
金
制
度
の
基
本
的
な
仕
組

み
に
つ
い
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
関
係
機
関
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
情
報
を
探
す
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

専
門
用
語
を
で
き
る
だ
け
使
わ
ず
に
、

図
や
イ
ラ
ス
ト
に
よ
る
解
説
で
シ
ン
プ
ル

に
説
明
し
て
お
り
、
年
金
に
つ
い
て
知
り

た
い
こ
と
が
す
ぐ
に
探
せ
る
「
入
り
口
」

と
し
て
利
用
で
き
ま
す
。

　

年
金
ポ
ー
タ
ル
は
、「
わ
た
し
と
み
ん

な
の
年
金
ポ
ー
タ
ル
」
で
検
索
、
ま
た
は

Ｑ
Ｒ
か
ら
ア
ク
セ
ス
し
て
み
て
く
だ
さ

い
。

「わたしとみんなの
年金ポータル」は、
スマートフォンで
ＱＲを読み込んで、
検索してください。

年金に関する情報は、
「年金ポータル」を検索―

年金
の
はなし

年金
の
はなし

年金
の
はなし

年金
の
はなし
№298№298

問
い
合
わ
せ　

保
健
医
療
課　

☎
59
２
１
４
１

必
ず
届
け
出
を
―

就
職
し
た
場
合

　

会
社
な
ど
か
ら
保
険
証
を
受
け
取
っ
た

ら
、
保
健
医
療
課
ま
た
は
支
所
に
、
で
き

る
だ
け
早
く
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。
届
け

出
が
な
い
と
社
会
保
険
な
ど
に
加
入
し
た

こ
と
を
市
で
は
把
握
で
き
ま
せ
ん
。
そ
の

た
め
、
国
保
に
加
入
し
た
ま
ま
に
な
り
、

保
険
料
が
か
か
り
続
け
ま
す
。

退
職
し
た
場
合

　

会
社
か
ら
資
格
喪
失
証
明
書
を
取
得
し

て
、
証
明
書
の
発
行
日
か
ら
14
日
以
内
に

届
け
出
て
く
だ
さ
い
。
必
要
な
書
類
な
ど

が
そ
ろ
っ
て
い
れ
ば
、
そ
の
場
で
国
保
の

保
険
証
を
発
行
し
ま
す
。
た
だ
し
、
代
理

人
の
場
合
は
、
委
任
状
が
な
け
れ
ば
、
自

宅
へ
郵
送
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

届
け
出
に
必
要
な
も
の
は
？

社
会
保
険
な
ど
に
加
入
し
た
場
合　

○

加
入
者
全
員
の
「
社
会
保
険
等
被
保
険

者
証
」（
加
入
日
の
確
認
の
た
め
）

○
「
国
保
の
保
険
証
」

○

「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
分
か
る
も
の
（
加

入
者
全
員
・
世
帯
主
）」

国
保
に
加
入
す
る
場
合　

○

「
資
格
喪
失
証
明
書
」（
資
格
の
喪
失

日
や
喪
失
し
た
人
な
ど
が
分
か
る
も
の

後
期
高
齢
者
医
療
保
険

　

新
し
い
水
色
の
被
保
険
者
証
が
県
後
期

高
齢
者
医
療
広
域
連
合
か
ら
７
月
下
旬
に

郵
送
さ
れ
て
い
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
（
国
保
）

　
新
し
い
紫
色
の
被
保
険
者
証
（
保
険
証
）

を
市
か
ら
郵
送
し
て
い
ま
す
の
で
、
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。
70
歳
以
上
の
方
の
保
険

証
に
は
、
被
保
険
者
証
兼
高
齢
受
給
者
証

と
表
示
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
か
ら
レ
イ
ア
ウ
ト
を
含
め
、
次

の
３
点
が
変
更
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

①
被
保
険
者
番
号
に
枝
番
が
追
加

②
県
章
が
削
除

③
市
の
公
印
の
印
影
が
黒
色
で
の
印
字

保
険
証
が
届
い
て
い
な
い
方

　

宛
先
不
明
で
届
い
て
い
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
、
保
健
医
療
課
に
連
絡
し
て

く
だ
さ
い
。

　

ま
た
保
険
証
を
紛
失
さ
れ
た
場
合
は
、

再
交
付
の
手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

免
許
証
な
ど
顔
写
真
付
き
の
本
人
確
認
が

で
き
る
身
分
証
明
書
を
持
っ
て
、
保
健
医

療
課
ま
た
は
支
所
で
手
続
き
を
し
て
く
だ

さ
い
。

８
月
１
日
か
ら

新
し
い
保
険
証
・
受
給
者
証
で
す
―

後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証

水色

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証

紫色

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
兼

高
齢
受
給
者
証

紫色
○

「
身
分
証
明
書
（
免
許
証
、
パ
ス
ポ
ー

ト
な
ど
）」

○

「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
分
か
る
も
の
（
加

入
者
全
員
・
世
帯
主
）」

こ
ん
な
と
き
は
、
ど
う
す
る
？

保
険
証
が
変
わ
っ
た
ら
、
す
ぐ
に
医
療
機

関
へ
連
絡
を

　

会
社
な
ど
に
就
職
し
、
社
会
保
険
な
ど

に
加
入
し
た
ら
、
加
入
日
を
確
認
し
、
現

在
治
療
を
受
け
て
い
る
医
療
機
関
へ
、
す

ぐ
に
連
絡
し
ま
し
ょ
う
。

　

社
会
保
険
な
ど
に
加
入
し
た
後
、
国
保

の
保
険
証
を
使
用
し
た
場
合
は
、
自
己
負
担

以
外
の
医
療
費
部
分
（
窓
口
で
３
割
支
払
っ

て
い
た
場
合
は
、
残
り
の
７
割
部
分
の
医
療

費
）
を
市
に
返
納
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

社
会
保
険
加
入
後
も
国
保
を
使
っ
て
し

ま
っ
た
ら

Ｑ
就
職
し
て
社
会
保
険
に
加
入
し
た
け
ど
、

す
ぐ
に
保
険
証
が
届
か
ず
、
し
か
た
な

く
国
保
の
保
険
証
を
使
っ
て
し
ま
っ
た

場
合
、
医
療
費
の
返
納
の
対
象
に
な
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
か
。

Ａ
返
納
の
対
象
に
な
り
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
場
合
、
事
前
に
会
社
で
社
会
保
険
な

ど
の
加
入
証
明
書
を
発
行
し
て
も
ら
う

か
、
医
療
機
関
な
ど
の
窓
口
で
事
情
を

説
明
し
て
く
だ
さ
い
。

自
己
負
担
分
以
外
の
医
療
費
は
加
入
し

て
い
る
医
療
保
険
者
が
負
担
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
の
で
、
加
入
資
格
を
確
認
し

正
し
く
保
険
証
を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

国

ミ
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保
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識


